
くまもと・わくわく基金交流会

縁-up！くまもと2019



（１） 団体の目的、活動内容

芸術及び文化活動への参加を通して、障がい者本人の生きがいや自信を創出し

障がい者の自立と社会参加を促進するとともに、親と子の絆、コミュニケーションを

深め、障がいに対する市民の理解と認識を深めて頂くことを目的としています。

【今年度の活動】

・刺し子の展示会 3月

・刺し子の体験会 4月、5月

・親子いけ花 7月、12月

わくわく基金助成事業

対象：特別支援学校の生徒さんと親御さん

・いけ花講座 7月、10月

日本文化の行事である五節句にちなんだ花を

を生けて楽しんで頂く講座



刺し子について



親子いけ花の様子



（２） 成果、市民の声
【親子いけ花参加者の声】

・引きこもりがちなので、このようなイベントがあると助かります。

・色々な花を教えてもらい勉強になりました。とても楽しかったです。

・子どもがこんなに器用だとは思いませんでした。新たな発見が出来ました。

・反抗期に突入していたので親子でこのようなあたたかい楽しい時間をすごせて
とてもうれしかったです。

【市民の方の声】

・熊本の蒸し暑い日に、涼しげな花々に癒されました。

・親子いけ花という取組いいですね。色々な場所で企画して下さい。
素敵な作品ばかりで感激しました。

・花を楽しみ、バランスや色どりもよく、アイディアも素晴らしいですね。
また機会あれば拝見したいです。



（３） 支援してほしいこと

来年度も引き続き親子いけ花を開催予定です。
自信と創造力を養い、植物、人、モノへの思いやりと豊かな人間性の形成を
助成し、親と子のコミュニケーションを深めることが見込めます。
また、作品の展示により、障害に対する市民の理解と認識を深め、熊本市の
目指す「障がいの有無にかかわらず、誰もが能力を発揮でき、いきいきと暮ら
せる社会の実現」の一助となると思われます。

【支援してほしいこと】

・会社訪問も兼ねて、その会社の案内をしてもらいそこで花を生けて数日展示
させて頂きたい。

・公共の人通りの多い場所に花を生けてそのまま展示できる場所の提供を
お願いしたい。

・熊本県産の花を用いたいけ花を考えているので、花材の協賛をお願いしたい。

※ご協力頂ける団体には、チラシ、パンフレットへの掲載及びFacebook、
ホームページ、インスタグラムにて、報告や御礼を掲載させて頂きます。



参考 花の効果

花には、「ストレスの軽減」や「社会性の向上」、「認知機能の改善効果」等の効用



【事業所に花を飾る事での効果】

・花を飾ることにより、事務所内が明るくなり人間関係も快活になります。

・花を話題にすることで、気分転換になり、季節感が感じられます。

・お客様、来訪者との雑談、息抜きの会話にも役立ちます。

・花を飾っていると、お客さんとの会話も柔らかくなり入りやすくなる。

・定期的にお越しになるお客様からも、花を楽しみにしていると言われる。

・職員のストレス軽減効果が期待されます。


